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｢近づけたいね、暮らしと政治｣をスローガンに、1990年に地域の女性たちが中心となり設立した市民の政治団体です。
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各チームからの報告

　　
こ
こ
数
年
、世
界
中
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
海

洋
汚
染
の
原
因
で
あ
る
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、

以
前
か
ら
懸
念
さ
れ
て
い
る
東
京
23
区
最
終
処

分
場
の
埋
立
残
余
地
の
こ
と
な
ど
、ご
み
問
題
は

多
岐
に
わ
た
り
、い
つ
の
時
代
も
生
活
に
密
着
し

た
政
治
課
題
で
す
。

　
江
戸
川
ネ
ッ
ト
は
、発
足
当
初
か
ら
ご
み
問
題

を
政
策
の
柱
と
し
て
、議
会
で
さ
ま
ざ
ま
な
提
案

を
し
て
き
ま
し
た
。一
方
地
域
活
動
と
し
て
も
、

東
京
の
ご
み
問
題
に
つ
い
て
、市
民・企
業・行
政

が
議
論
す
る「
東
京
23
区
と
こ
と
ん
討
論
会
」の

実
行
委
員
と
し
て
、ま
た
荒
川
の
ご
み
拾
い
と
ご

み
の
組
成
調
査
を
行
う「
荒
川
ク
リ
ー
ン
エ
イ
ド

フ
ォ
ー
ラ
ム
」の
主
催
団
体
と
し
て
は
20
年
以
上

も
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
５
年
に
改
定
さ
れ
た「
江
戸
川
区一般

廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
」（
ご
み
ダ
イ
エ
ッ
ト
プ

ラ
ン
）の
中
で
、２
０
１
６
年
か
ら
２
０
２
１
年
ま

で
に
20
％
の
ご
み
減
量
を
め
ざ
す
こ
と
、。中
で
も

「
リ
デ
ュ
ー
ス・リ
ユ
ー
ス・リ
サ
イ
ク
ル
」の
３
R

を
推
進
し
循
環
型
社
会
を
形
成
、温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
の
削
減
で「
低
炭
素
社
会
」を
め
ざ
す

と
あ
り
ま
す
。こ
の
計
画
の
進
捗
状
況
を
点
検

し
、次
へ
の
ス
テ
ッ
プ
を
検
討
す
る
時
期
で
す
。計

画
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
政
策
に
つ
い
て
、地
域
で

生
活
す
る
人
た
ち
は
理
解
し
て
い
る
の
か
、課
題

は
何
か
な
ど
、ゼ
ミ
の
中
で
確
認
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
だ
と
考
え
ま
し
た
。

　
経
済
優
先
の
大
量
生
産・大
量
消
費・大
量
廃

▪ プラスチックごみ削減チーム
　プラスチックごみ全般の削減を考えるため、国、東京都や江戸川区の政策を把
握することから始めました。また、データを蓄積することを念頭に、プラスチックの
種類や廃棄とリサイクルの現状についての資料を収集。生活者として消費したプ
ラスチックをどのように削減すべきかを議論していきました。
　多様な種類のプラスチックは混ぜてしまうと資源循環のリサイクルは困難で
す。現在、家庭ごみで出されている可燃物には容器包装プラや他のプラスチック
類などが多く混ざっています。国がめざす2030年までに使い捨てプラスチック
25％削減のためにも、プラスチック削減に特化した検討会等を設置し、具体的な
削減計画を作ることが必須との結論に達しました。

▪ マイクロプラスチック（MP）問題チーム
　最初はMP問題について、どのような情報を持ち、どのように感じるのかなどの
議論からスタートしました。また、MP問題研究者の論文を読んで現状と課題につ
いても共有しました。プラスチックが生活にどのくらい関わっているのか「私の一
日とプラスチック」と題する調査を行い、他の材質に代替できるのかを考えました。
　そうした中で出てきた提案は、まずMP問題の周知と教育です。
　ごみ拾いに関するSNSの活用を学校教育に取り入れること。また、「プラスチッ
クごみゼロ宣言・えどがわ」を提案する。デポジット制度の研究を進める。「環境物
品等の調達の推進に関する指針」を区のグリーン購入指針に反映させる。
　以上の4点です。

棄
社
会
は
、大
量
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
が
生
活
の

中
に
あ
ふ
れ
か
え
る
と
い
う
現
状
を
生
み
出
し
ま

し
た
。１
９
９
５
年
に「
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル

法
」が
制
定
さ
れ
、現
在
は
消
費
者
が
分
別
し
て

出
し
、行
政
が
分
別
回
収
し
、事
業
者
が
リ
サ
イ

ク
ル
す
る
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
て
い
ま
す
。ル
ー

ル
は
で
き
た
も
の
の
現
状
は
問
題
山
積
で
す
。

　
ま
た
、今
年
の
７
月
に
施
行
さ
れ
た「
レ
ジ
袋

有
料
化
」に
つ
い
て
、そ
の
後
の
実
態
を
調
査
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。

　
も
う
ひ
と
つ
は「
食
品
ロ
ス
」の
問
題
で
す
。江

戸
川
区
の
可
燃
ご
み
の
約
32
％
を
占
め
る
の
が
生

ご
み
で
、そ
の
う
ち
未
利
用
品
と
使
い
残
し
を
合

わ
せ
る
と
約
20
％

に
も
な
り
ま
す
。

　

昨
年
10
月
に
施

行
さ
れ
た「
食
品
ロ

ス
削
減
推
進
法
」

で
は
、市
区
町
村

は
推
進
計
画
を
策

定
す
る
こ
と
に
努

め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
し
て
い
ま

す
。江
戸
川
区
は

２
０
２
１
年
か
ら

10
年
間
を
計
画
期

間
と
す
る
計
画
の

策
定
を
す
す
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と

か
ら
、参
加
者
25

人
が
以
下
４
つ
の

チ
ー
ム
に
分
か
れ
、

調
査
や
議
論
を

す
す
め
て
き
ま
し

た
。

　
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、市
民
参
加
に
よ
る
議
会
の
質
問
づ
く
り
と
し
て
、ま
た
議
員

が
持
つ
特
権
を
使
い
こ
な
す
た
め
の
手
法
の
ひ
と
つ
と
し
て「
政
策
ゼ
ミ
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

テ
ー
マ
を
決
め
参
加
者
を
募
り
、学
習
、調
査
や
見
学
を
行
い
参
加
者
全
員
で
議
論
し
、議

会
質
問
を
検
討
し
ま
す
。

　
江
戸
川
ネ
ッ
ト
設
立
30
周
年
を
迎
え
た
今
年
、コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
中
止

に
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
が
、節
目
の
年
と
し
て「
政
策
ゼ
ミ
」に
は
予
定
ど
お
り
取
り

組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

江
戸
川
ネ
ッ
ト

江
戸
川
ネ
ッ
ト

「
政
策
ゼ
ミ
」

「
政
策
ゼ
ミ
」のの
報
告
報
告

み
ん
な
で
作
ろ
う

議
会
の
質
問

▪ レジ袋有料化チーム
　プラスチックごみのうち、レジ袋が占める割合は2％以下、有料化されたことが
プラスチックごみの削減に結びつく可能性は小さいにもかかわらず「なぜ、今、レ
ジ袋を有料化するのか？」「有料化することにどういう意義があるのか」など、この
7月から有料化されたレジ袋について、まず意見を出し合いました。
有料化が決まる前から仙台市では、市民・事業者と行政が「仙台市におけるレジ袋
削減に向けた取り組みに対する協定」を結び、動画などを活用し、啓発活動をして
います。この事例を、江戸川区でも取り入れることができるのではないかと考えま
した。
　「使い捨てにするライフスタイルの象徴的存在」として、プラスチックごみ削減
の第1歩としての役割がレジ袋有料化なのです。

▪ 食品ロスチーム
　「食品ロス」とは本来食べられるのに捨てられてしまう食品のことを言います。
家庭からだけではなく外食産業、食品製造業やコンビニ、スーパーなどの小売業
からも出されています。
　チームでは、賞味期限や消費期限の表示が食品ロスに影響していることや、食
料自給率やフードマイレージについても学習しました。生活スタイルにも関係し
ているため、消費者教育をすすめるとともに、小中学校での食育の現状について
確認し、改めて提案する必要があると考えました。燃やすごみに含まれる、未利用
品を減らすためには、区内で行われているフードバンク、フードドライブのしくみ
をより一層進めていくこと、燃やすごみに３２．３％も含まれる生ごみを減らすため
には、生ごみ回収を進めるなどの提案をしたいと考えました。

•江戸川区のフードバンク、フードドライ
ブの活動を見学　•レジ袋の辞退率調
査に参加　•荒川のプラごみの視察　
•「中央防波堤」の見学

《プラスチックごみを削減するために》
  �◎「Edogawa ごみダイエットプラン」について　◎「プラスチック

ごみゼロ宣言」を　◎プラスチックごみ削減に特化した検討会を
つくる　 ◎アプリによる啓発について　 ◎環境動画コンテストを

《食品ロスを削減するために》
  ◎�フードバンク・フードドライブの

取組への支援を
  ◎�学校教育における取組について

「政策ゼミ」で話し合ったことは、以下の内容で本会議質問しました　ー 質問の骨子 ー 政策ゼミでは、座学だけでなく
実際に現場の視察も行いました

江戸川区清掃課によるリサイクル事業についての学習会

政策ゼミ

江
戸
川
区
の
ご
み
処
理
対
策

プ
ラ
ご
み
・
食
品
ロ
ス 

削
減

テ
ー
マ
は「
ご
み
問
題
」



● 活動にご賛同いただける方はカンパをお願いします。　ゆうちょ銀行　口座記号 00170-6　番号 763600　口座名 江戸川・生活者ネットワーク ●●活動にご賛同いただける方はカンパをお願いします。　ゆうちょ銀行　口座記号 00170-6　番号 763600　口座名 江戸川・生活者ネットワーク●

□議員は交代制
議員を職業とせず、参加の層を広げる
ため、2期8年で交代します。議員経験者
はそのキャリアを地域の市民活動に活か
します。東京全体で交代した議員が206
人、江戸川では5人。現職を合わせると
254人の女性議員を誕生させています。

最も身近な自治体議会に議員を送り、
地域から生活の課題を解決していきます。
現在34の自治体にそれぞれ生活者ネット
ワークがあり、区・市議会議員40人、都議会
議員1人を擁しています。食品安全、医療、
水問題など、東京全体の課題には「東京・
生活者ネットワーク」として取り組んでいま
す。

□議員報酬は市民の活動資金に
生活者ネットワークの議席は市民のためのもの。議員は、報酬
から経費を引いた額を生活者ネットに寄付し、市民の活動
資金にしています。お金の流れはすべて公開しています。

□選挙はカンパとボランティアで
選挙では、候補者が費用負担することはなく、カンパと
ボランティアで行なっています。

東京の
　地域政党です
東京の
　地域政党です

40年の実績

　「
労
働
者
協
同
組
合
法
」い
わ
ゆ
る
ワ
ー
カ
ー
ズ
法
が
、議
員
立
法
と

し
て
衆
議
院
で
先
日
11
月
24
日
に
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。こ
の

法
案
に
よ
っ
て
、日
本
で
も
仲
間
が
出
資
し
合
い
事
業
を
起
こ
し
、平
等

に
非
営
利
で
働
く
働
き
方
が
法
的
に
保
証
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
の
日
本
国
内
で
の
一
般
的
な

働
き
方
は
、会
社
の
雇
用
主
に
雇
用

さ
れ
て
働
く
、と
い
う
も
の
で
あ
り
、

「
労
働
者
」と
い
え
ば
、正
規
に
雇
用

さ
れ
る
正
規
職
員
か
非
正
規
の
契
約

社
員
、パ
ー
ト・ア
ル
バ
イ
ト
、派
遣
会

社
に
雇
用
さ
れ
る
派
遣
職
員
、特
殊

な
部
分
で
は
嘱
託
職
員
も
あ
り
ま
す

が
、こ
れ
ら
は
す
べ
て
雇
用
契
約
の
形

態
で
す
。そ
の
他
、フ
リ
ー
ラ
ン
ス
や

在
宅
ワ
ー
カ
ー
の
よ
う
に
個
人
が
請

負
契
約
や
委
託
契
約
を
す
る
自
由
業

と
し
て
の
労
働
、個
人
で
起
業
す
る

自
営
業
が
あ
り
ま
す
が
、多
く
は
事

業
の
す
べ
て
が
個
人
の
責
任
に
な
り
、

確
定
申
告
な
ど
の
手
続
き
も
個
人
で

行
い
ま
す
。

　

も
う
一つ
の
働
き
方
と
し
て
、す
で

に「
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
」や「
ワ
ー

カ
ー
ズ
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
」と
い
っ
た
名

称
で
、仲
間
と
共
に
出
資
し
合
っ
て

事
業
を
起
こ
し
、平
等
に
意
見
を
反

映
さ
せ
、共
に
働
く
、と
い
う
事
業
組

織
が
全
国
に
数
多
く
存
在
し
て
い
ま

す
。福
祉
・
子
育
て・
環
境
・
食
と
い
っ

た
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
見
合
っ
た
、き
め

細
や
か
な
分
野
で
活
躍
し
、広
い
意

味
で
の「
協
同
労
働
」で
働
く
人
々
は

約
10
万
人
、事
業
規
模
は
お
よ
そ
１,

０
０
０
億
円
に
も
な
る
と
の
報
告
も

聞
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
事
業
に
対
し
、こ
れ
ま

で
日
本
に
は
適
切
な
法
人
形
態
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。現
行
の
法
律
の

中
で「
N
P
O
法
人
」や「
企
業
組

合
」と
し
て
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、「
N
P
O
法
人
」は
働
く
人
の

出
資
は
認
め
ら
れ
ず
、事
業
分
野
も

決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、「
企
業

組
合
」は
、組
合
員
自
ら
が
出
資・運

『スーパー堤防裁判報告集会』のご案内『スーパー堤防裁判報告集会』のご案内伊藤ひとみ と 本西みつえの伊藤ひとみ と 本西みつえの
「ブレイクアウトルーム」「ブレイクアウトルーム」

みんなでおしゃべりしましょう！みんなでおしゃべりしましょう！ 　北小岩1丁目東部地区の住民が、2014年11月、国と江戸川区を相手取り提訴した「スーパー堤防差
止等訴訟」は、昨年7月の東京高裁判決を受け上告されていましたが、最高裁は2020年10月29日、上
告受理を棄却する決定を行いました。スーパー堤防事業に切り込む日本で初めての裁判は一審、二審と
もに各7回の弁論期日が持たれ、すべて大法廷で行われました。一審判決の直前に地盤強度不足が発
覚。二審では大きな争点となり、国が個人情報を盾に提出を拒否した地盤データに関し、高裁は文書提
出命令を発動。証人尋問も行われ、傍聴席は関心を寄せる市民で毎回埋め尽くされました。
　2011年に提起された第一次の訴訟から9年に及ぶ闘いをたどり、気候危機で水害が激甚化、頻発
化する今日、治水、まちづくりのあり方を考えましょう。

日時：2021年3月6日（土） 午後2時～4時 ※オンライン参加あり　 場所：タワーホール船堀 2階「福寿」
資料代：500円　主催：スーパー堤防訴訟弁護団／江戸川区スーパー堤防取消訴訟を支援する会

　Zoomで行っています。食べものの話、お子さん
の話、学校の話など、気軽にいろいろな話をしてい
ます。参加者同士が意気投合したり、情報交換した
りと、意外な広がりがあります。
　あなたも参加しませんか？

　毎月第3木曜日 
　　20：00 ～ 21：00

　

障
害
が
あ
っ
て
も
な
く
て
も
、地
域
で

と
も
に
暮
ら
せ
る
社
会
を
作
る
た
め
に
、

セ
ラ
ピ
ス
ト
の
役
割
が
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。学
童
保
育
と
作
業
療
法
士
と
の
連
携

を
す
す
め
る
人
た
ち
で
、毎
週
オ
ン
ラ
イ

ン
に
よ
る
勉
強
会
を
重
ね
て
い
ま
す
。先

日
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
教
育
に
つ
い
て
で
し
た
。特
別
支
援
学

校
を
減
ら
す
方
針
を
持
ち
、そ
の
子
ど
も

が
将
来
ど
う
あ
り
た
い
か
に
向
け
た
支
援

を
し
て
い
ま
す
。就
労
支
援
に
つ
い
て
も
起

業
と
い
う
選
択
肢
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　

Q
&
A
の
時
間
に
は
、岡
山
県
や
岩
手

　

地
球
温
暖
化
や
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
海
洋
へ
の
影
響
が
毎
日
の
よ
う
に
報

道
さ
れ
て
い
る
中
で
、江
戸
川
ネ
ッ
ト
が
開

催
し
て
い
る
９
月
か
ら
の
政
策
ゼ
ミ
で
は
、

ご
み
の
問
題
の
中
で
も
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

削
減
を
中
心
に
、ゼ
ミ
形
式
で
検
討
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。ま
た
、毎
年
行
っ
て
い
る

荒
川
河
川
敷
の
ご
み
の
組
成
調
査
は
、台

風
の
た
め
中
止
と
し
ま
し
た
が
、数
名
で

様
子
を
見
に
行
き
ま
し
た
。例
年
よ
り
多

く
流
れ
着
い
て
い
る
よ
う
で
し
た
。葦
の
間

に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
劣
化
し
た
レ
ジ
袋
が

め
り
込
む
よ
う
に
埋
ま
っ
て
い
ま
し
た
。　

県
な
ど
牧
場
で
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

を
行
っ
て
い
る
話
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　

療
育
に
ホ
ー
ス
セ
ラ
ピ
ー
を
取
り
入
れ

て
い
ま
す
。馬
の
世
話
を
し
、触
れ
合
う
こ

と
で
、ス
ト
レ
ス
を
軽
減
さ
せ
た
り
、精
神

的
な
健
康
を
回
復
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、

馬
に
乗
り
、前
後
左
右
と
揺
さ
ぶ
ら
れ
る

こ
と
で
、体
幹
の
筋
肉
が
鍛
え
ら
れ
る
な

ど
多
く
の
効
果
が
あ
る
の
で
す
。

　

江
戸
川
区
に
は
、都
市
の
中
で
大
型
動

物
と
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
施

設
と
し
て
、篠
崎
と
南
葛
西
に
ポ
ニ
ー
ラ

ン
ド
が
あ
り
、江
戸
川
ネ
ッ
ト
は
１
９
９
１

年
の
本
会
議
に
お
い
て
障
害
を
持
っ
た

方
々
の
乗
馬
教
室
の
開
設
に
つ
い
て
質
問

し
、以
降
、繰
り
返
し
提
案
を
し
て
き
ま
し

た
。改
め
て
、江
戸
川
区
で
の
ホ
ー
ス
セ
ラ

ピ
ー
の
実
現
を
求
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
私
た
ち
は
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
削
減
の

方
法
の
ひ
と
つ
と
し
て
、給
水
器
の
設
置

を
提
案
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
４
月
か
ら
区
役
所
本
庁
舎
の
１
階
に

「
ウ
ォ
ー
タ
ー
サ
ー
バ
ー
」が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。今
回
設
置
さ
れ
た
の
は
、マ
イ
ボ
ト

ル
に
給
水
す
る
も
の
で
、水
の
温
度
も
３
段

階
で
選
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。来
庁

者
や
職
員
だ
れ
で
も
利
用
で
き
、毎
月
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
１
７
０
０
本
分
を
超
え
る
水
の

量
が
使
用
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。そ
の
分

使
い
捨
て
の
ワ
ン
ウ
ェ
イ
容
器
が
使
用
さ

れ
ず
に
済
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ウ
ォ
ー
タ
ー
サ
ー
バ
ー
が
設
置
さ
れ
る

こ
と
で
、無
理
な
く
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
使
わ

ず
に
済
む
状
況
が
生
ま
れ
ま
す
。こ
れ
か

ら
も
、本
庁
舎
に
限
ら
ず
、全
て
の
公
共

施
設
に
自
由
に
使
え
る
ウ
ォ
ー
タ
ー
サ
ー

バ
ー
の
設
置
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

地
域
で
ホ
ー
ス
セ
ラ
ピ
ー

本
も と

西
に し

 みつえ
江戸川区議会議員

伊
い

藤
と う

 ひとみ
江戸川区議会議員

区
役
所
に
ウ
ォ
ー
タ
ー
サ
ー
バ
ー
が
設
置
さ
れ
ま
し
た

営
が
で
き
ま
す
が
、設
立
に
は
都
道

府
県
の
認
可
が
必
要
で
、手
続
き
に

時
間
が
か
か
り
ま
す
。雇
用・被
雇
用

で
は
な
い
協
同
の
働
き
方
に
見
合
う

「（
仮
称
）ワ
ー
カ
ー
ズ
法
」の
制
定

を
１
９
９
０
年
代
か
ら
求
め
て
き
ま

し
た
が
、20
年
以
上
の
時
を
経
て
、よ

う
や
く
今
年
の
６
月
12
日
、与
野
党

全
会
派
の
賛
同
に
よ
り
衆
議
院
に
提

出
さ
れ
た
の
で
す
。

　
こ
の
法
制
化
に
よ
り
、準
則
性（
届

け
出
制
）に
よ
る
設
立
の
登
記
が
可

能
に
な
り
、組
合
員
は
組
合
と
労
働

契
約
を
結
び「
労
働
者
」と
し
て
労

基
法
に
基
づ
く
就
労
規
定
が
保
証
さ

れ
最
低
賃
金
な
ど
が
守
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。ま
た
、事
業
分
野
も
労

働
者
派
遣
事
業
以
外
、ど
の
よ
う
な

業
種
の
仕
事
も
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。「
N
P
O
法
人
」と「
企
業
組

合
」か
ら
は
、「
労
協
法
人
」へ
の
変
更

が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う
移
行
規

定
も
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

誰
も
雇
わ
ず
、誰
に
も
雇
わ
れ
な

い
。

　

自
ら
が
出
資
し
運
営
に
携
わ
り
、一

人
一
人
の
個
性
が
生
か
さ
れ
な
が
ら

共
に
働
く
。

　

そ
れ
は
素
敵
な
働
き
方
の
一
つ
で

あ
り
、地
域
で
求
め
ら
れ
る
多
様
な

就
労
の
機
会
を
作
り
出
す
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

協
同
組
合
の
事
業
分
野
が
広
が

れ
ば
、地
域
の
中
に
助
け
合
い
、支
え

合
っ
て
仕
事
を
す
る
、多
様
な
事
業

が
創
出
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。仕
事
を

通
し
て
、人
々
の
生
き
方
も
豊
か
に

な
っ
て
い
く
、そ
の
よ
う
な
未
来
へ
の

一
助
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま

せ
ん
。

お問い合わせ・連絡先：江戸川・生活者ネットワーク ／ TEL：03-5607-5975　FAX：03-5607-6158　Email：soreyuke@net.email.ne.jp
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